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　市では、10月31日から11月3日まで、厚生会館で「第44回　福知山市展」を開催しました。 
　今年も彫刻、書、写真、絵画、工芸の部に三たん地域などから574点の作品の応募がありました。
会場には、その中から入賞・入選した281点と委嘱作家・招待作家の作品42点を展示しました。期
間中は約3000人が訪れ、作品を鑑賞し芸術に親しみました。 
　市展賞に選ばれた作品と審査員の全体講評を紹介します。■まちづくり推進課（TEL24-7033)

芸術に親しむ秋のひととき 
第44回　福知山市展 

市
展
賞
「
明
日
へ
の
挑
戦
」 

■
芦
田
　
謙
さ
ん
（
土
師
新
町
） 

市
展
賞
「
小
倉
百
人
一
首
」 

■
駒
澤
　
桂
紬
子
さ
ん
（
平
野
町
） 

あ
し
だ
　
　
け
ん 

こ
ま
ざ
わ
　
　
か
　
づ
　
こ 

審
査
員
の
全
体
講
評

　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

彫
刻

　
 
杉  
山  
雅 
之
   

さ
ん（
彫
刻
家
）

す
ぎ 
や
ま 
ま
さ 
ゆ
き

　

普
段
の
生
活
で
は
自
分
が
中
心
で
す
が
、

彫
刻
を
見
て
い
る
と
き
は
彫
刻
が
中
心
に

な
り
ま
す
。
い
つ
も
物
事
の
中
心
に
い
て
、

そ
れ
ら
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
個
人
が
、

彫
刻
を
見
て
い
る
と
き
は
主
体
か
ら
解
放

さ
れ
る
心
地
よ
さ
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

今
年
も
力
作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
彫

刻
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

  
書  

　
 
木  
本  
南  
邨 
さ
ん（
高
野
山
大
学
教
授
）、

き 

も
と 
な
ん 
そ
ん

 
山  
本  
万  
理 
さ
ん（
佛
教
大
学
・
龍
谷
大
学
非

や
ま 
も
と 

ま 

り

常
勤
講
師
）

　

質
的
に
充
実
し
た
作
品
が
出
品
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
入
賞
作
品
と
入
賞
候
補
と
は

紙
一
重
の
差
で
し
た
。

　

今
回
も
伝
統
的
な
漢
字
縦
三
行
作
品
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
一
般
の
み
な
さ
ん
に

も
読
ん
で
も
ら
え
て
、内
容
が
わ
か
る「
漢

字
仮
名
混
じ
り
文
や
詩
」
に
も
挑
戦
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
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市展賞「fusion（B）」 

■池部　芙美子さん（上荒河） 
いけ べ　　 ふ　み　こ 

市展賞「威容」 

■荻野　裕さん（丹波市） 
おぎ の　　ゆたか 

市
展
賞
「
ぎ
ぼ
う
し
涼
風
」 

■
片
岡
　
や
よ
子
さ
ん
（
平
野
町
） 

か
た
お
か
　
　
　
　
　
　
こ 

特集　芸術に親しむ秋のひととき

工
芸

　
 
内  
藤  
英  
治 
さ
ん（
京
都
市
立
芸
術
大
学

な
い 
と
う 
ひ
で 
は
る

教
授
）、 山  　
 　
 
豊 
さ
ん（
陶
芸
家
）

や
ま 
さ
き 

ゆ
た
か

　

全
体
的
に
完
成
度
が
高
く
、
制
作
意
欲

を
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
今
後
共
に
、
独

自
性
に
富
ん
だ
世
界
を
目
指
し
、
今
以
上

の
展
覧
会
の
盛
り
上
が
り
を
期
待
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

絵
画

　
 
伊  
庭  
新  
太  
郎 
さ
ん
（
京
都
嵯
峨
芸
術
大

い 

ば 

し
ん 

た 

ろ
う

学
名
誉
教
授
）、 
箱  
崎  
睦  
昌 
さ
ん
（
京
都
嵯

は
こ 
ざ
き 
む
つ 
ま
さ

峨
芸
術
大
学
芸
術
学
部
長
）

　

今
年
は
２
点
出
品
さ
れ
た
人
の
作
品
が

目
立
ち
ま
し
た
。
２
点
制
作
し
よ
う
と
思

え
ば
１
作
品
目
で
不
充
分
だ
っ
た
と
こ
ろ

を
、
次
の
１
点
を
描
く
こ
と
で
制
作
熱
は

充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
複

数
点
の
出
品
が
増
え
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。

写
真

　
 
河  
野  
輝  
人 
さ
ん
（
全
日
本
写
真
連
盟
関

か
わ 

の 

て
る 

と

西
本
部
委
員
）

　

応
募
作
品
全
体
の
レ
ベ
ル
が
高
く
上
位

作
品
の
差
は
拮
抗
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
全
体
的
に
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
写
真
が
多

く
、
も
っ
と
個
性
的
な
視
点
と
表
現
が
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
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学
力
調
査
の
結
果
か
ら　
　
　
　

　

本
市
の
児
童
生
徒
の
学
力
は
、

全
国
・
府
の
正
答
率
か
ら
見
て
、

小
中
学
生
と
も
概
ね
良
好
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
特
に
、
漢
字
の
読

み
書
き
や
計
算
な
ど
、
基
本
的
な

知
識
・
技
能
に
関
す
る
問
題
の
正

答
率
は
高
く
、
小
中
学
校
に
お
け

る
日
々
の
学
習
の
積
み
上
げ
の
成

果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
根
拠
を
明
確
に
し

て
書
く
（
国
語
）
」
「
求
め
る
方

法
を
説
明
す
る
（
数
学
）
」
な
ど
、

基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
す

る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

必
要
と
す
る
問
題
な
ど
に
課
題
が

見
ら
れ
ま
す
。

学
習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら　
　

 
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す

か
」
「
生
き
物
を
育
て
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
」
な
ど
の
項
目
に
つ

い
て
質
問
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
結
果
分
析
に
よ
る
と
、

学
力
調
査
の
正
答
率
が
高
い
児
童

生
徒
に
は
、
「
毎
日
朝
食
を
食
べ
、

毎
日
の
起
床
や
就
寝
時
刻
が
一
定

し
て
い
る
」
「
い
じ
め
は
絶
対
に

許
せ
な
い
」
「
人
の
役
に
立
つ
人

間
に
な
り
た
い
」
「
新
し
く
習
っ

た
漢
字
を
日
常
で
使
お
う
と
す

る
」
な
ど
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
特
徴
は
、
全
国
的
な
傾

向
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い

る
」
「
宿
題
は
毎
日
す
る
」
「
読

書
が
好
き
」
「
近
所
の
人
に
あ
い

さ
つ
を
す
る
」
「
地
域
の
行
事
に

参
加
し
て
い
る
」
な
ど
に
関
し
て

は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
「
予
習
や
復
習
を
す

る
」
「
好
き
な
授
業
や
活
動
が
あ

る
」
「
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た

い
と
思
う
」
「
国
語
や
算
数
（
数

学
）
が
好
き
」
な
ど
に
関
し
て
は
、

全
国
平
均
を
や
や
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
の
児
童
生
徒
は
、
生
活
や

学
習
に
向
か
う
習
慣
が
ほ
ぼ
定
着

し
、
地
域
の
人
や
保
護
者
、
学
校

の
教
職
員
に
見
守
ら
れ
て
、
概
ね

安
定
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
生
き
る
力
を
備
え
た
」 
子
ど
も

た
ち
に
育
て
る
た
め
に

　

本
市
の
児
童
生
徒
は
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
が
安
定
し
、
地
域
行

事
へ
の
参
加
や
近
所
の
人
へ
の
あ

い
さ
つ
が
で
き
、
宿
題
な
ど
与
え

ら
れ
た
学
習
課
題
に
は
き
っ
ち
り

向
き
合
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
基
礎
に
た
く
さ
ん
の

体
験
を
積
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
ぶ
つ
か
っ
て
、
試
行
錯
誤
の
う

え
身
に
つ
け
た
力
は
生
き
る
力
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
興
味

を
持
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
な
学
習
や
体
験
活
動
が
大
切

で
す
。

　

「
夢
や
目
標
を
持
ち
」
「
失
敗

を
お
そ
れ
ず
挑
戦
す
る
」
、
そ
し

て
「
自
分
が
好
き
」
「
ふ
る
さ
と

が
好
き
」
と
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

胸
を
張
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
た
ち
に
育
つ
よ
う
、
家

庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
を
強
め

ま
し
ょ
う
。

  児童生徒の学力・学習の状況をきめ細かく
把握・分析することにより、教育施策や教育
指導・学習状況の改善などに役立てることを
目的に、平成19年度から全国の小学校6年生
と中学校3年生を対象に、国語と算数・数学
の学力と学習の状況調査が行われています。
本年度も4月に全国一斉に実施されました。
その結果について本市の状況をお知らせします。 
■学校教育課（TEL24-7040） 

全国学力・学習状況調査から 

子どもたちの 
健やかな成長を 
願って 

小学校算数の問題の例から 
　たか子さんは、3つの戸だなの中から2つを選び、部屋の北側の机
の横に壁に付けて、ドアに当たらないように並べて置きたいと考えて
います。お姉さんが言ったことが正しいわけを、式と言葉を使って書き
ましょう。 

 回答例 
(1)ドアに当たらずに戸だなを置けるはばは、300－(105＋75)＝120で120cmになる。
はばが一番せまくなる２つの戸だなでは、はばの合計が60＋68＝128になり、120cm
よりも大きくなる。 だから、お姉さんが言ったことは正しい。 

(2)60cmと68cmの戸だなを選ぶと、机とドアと2つの戸だなのはばの合計は、105＋75
＋60＋68＝308で308cmになる。60cmと77cmの戸だなを選ぶと合計は317cm、
68cmと77cmの戸だなを選ぶと合計は325cmになる。どれも合計は部屋の横の長さ
3mよりも大きくなる。だから、お姉さんが言ったことは正しい。 

３つの戸だなの中から、どれとどれを選んで置いても、 
ドアを開け閉めすると、戸だなに当たってしまうね。 

お姉さん 
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上
川
口
民
踊
同
好
会 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

　
ふ
る
さ
と
・
上
川
口
を
心
か
ら

愛
し
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
を
大

切
に
「
上
川
音
頭
」
の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。 

　
「
上
川
音
頭
」
は
、
上
川
口
地

区
出
身
で
福
知
山
市
歌
の
作
詞
者

で
も
あ
る
足
立
萬
里
さ
ん
が
作
詞

さ
れ
、
上
川
口
の
四
季
の
美
し
さ

が
も
り
込
ま
れ
た
な
じ
み
や
す
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
す
。
平
成
１９
年
８

月
に
、
上
川
口
地
区
の
老
人
会
コ
ー

ラ
ス
が
練
習
し
て
い
る
の
を
聞
い

て
そ
の
歌
詞
に
心
打
た
れ
、
地
域

住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
同
年
１１
月
に

上
川
口
民
踊
同
好
会
を
設
立
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る

よ
う
、
踊
り
の
振
り
付
け
を
考
え
、

練
習
を
重
ね
ま
し
た
。 

　
敬
老
会
や
運
動
会
、
上
川
口
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
の
地
域
行
事

に
出
演
し
、
来
年
か
ら
は
保
育
園

や
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
も
広

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

あ
だ
ち
ば
ん
り
 

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　合併を記念して市民から提案いただい
た事業で、キャスト・スタッフは、市内在住・
在勤・在学のみなさん。江戸中期の享保時
代に起こった 強  訴 について、若者の恋や

ごう そ

ロック調の踊りを織り交ぜながら、財政が
窮迫した藩の苦難を乗り越えていく姿を
熱演しました。今年の１月から練習を積み
重ね、シナリオ作成や舞台の準備など市民
による手づくりの公演に、両日で約１５００人
の観客が惜しみない拍手を贈りました。

大
江
山

酒
呑
童
子
ま
つ
り

11
2

市民提案市民参加型演劇公演
「享保 福知山騒動」

11
8・9

　厚生会館で作品展や舞台発表、模擬店・
バザーなどを開催し、障害や障害のある
人、高齢者への理解を深める機会となり
ました。プロ車いすダンサーの 奈  佐  誠  司 

な さ せい じ

さんによる講演「“夢をあきらめない”～
自分を信じて～」では、バイク事故にあい
自殺を図ったが、車いすダンスと出会っ
てからいろいろな壁を乗り越えた経験を
話されました。今は、ユニバーサルスタジ
オジャパンの舞台に立ち大勢の観客の前
でダンスを披露したい夢があると語られ
ました。

福知山市障害者福祉大会
福祉まつり

11
16

演じて創る福知山の歴史

　　　鬼武者行列、芸能ショー、模擬店
　　などに多くの人でにぎわいました。
演劇「酒呑童子と茨木童子～大江山妖鬼
伝説より～」では、劇団潮流のみなさん
が酒呑童子の弟・茨木童子と都の姫の悲
恋を熱演。今年度初めての企画「アーム
レスリング」では、８チームが自慢の腕力
を競いました。

 活  鬼 ・ 熱  鬼 ・ 大  人  鬼 
かっ き ねっ き だい にん き

みんなで築こう　福祉の輪
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ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

１
年
間
の
樹
木
の
生
育
の
基
礎

と
な
り
、
樹
木
の
休
眠
中
の
冬
季

に
施
す
寒
肥
に
つ
い
て
の
説
明
と

施
肥
の
実
習
を
行
い
ま
す
。

と
き
／
平
成　

年
１
月　

日（
日
）

２１

２５

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

受
講
料

　

５
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員
／　

人（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／　

月　

日（
金
）か
ら
、

１２

１９

電
話
で
都
市
緑
化
植
物
園（
℡　
22

‐
６
６
１
７
）ま
で
。

一
般
入
居
者

申
込
資
格
／
次
の
○ア
 

〜
○オ
 

を
す
べ

て
満
た
す
世
帯

○ア
 

収
入
基
準
月
額　

万
円
以
下

２０

※
収
入
基
準
月
額
と
は
、
世
帯
の

年
間
所
得
額
か
ら
世
帯
状
況
に

応
じ
た
控
除
額
を
差
し
引
い
た

も
の
を
月
額
換
算
し
た
も
の
。

※
特
定
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は

収
入
基
準
月
額　

万
８
０
０
０

２６

円
以
下
。
世
帯
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○イ
 

入
居
期
日
に
同
居
で
き
る
親

族
・
婚
約
者
が
い
る

※
矢
見
所
・
南
佳
屋
野
１
戸
は
、 

　

単
身
者
可
。

○ウ
 

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤

○エ
 

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

○オ
 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

入
居
の
決
定

　

平
成　

年
２
月
上
旬

２１

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
居
申
込
書

※　

月
１
日（
月
）か
ら
建
築
課
で

１２配
布
し
て
い
ま
す
。

②
世
帯
全
員
の
収
入
証
明
書
（
平

成　

年
度
課
税
証
明
書
な
ど
。
無

２０
職
・
無
収
入
の
人
は
、
そ
の
こ
と

を
証
明
で
き
る
書
類
）

③
市
税
納
税
証
明
書

④
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
、

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事

項
証
明
書

特
定
目
的
優
先
入
居
者

募
集
団
地
／
秋
津
が
丘

 

募
集
戸
数
／
１
戸

月
額
家
賃

　

２
万
〜
４
万
３
９
０
０
円

申
込
資
格
／
一
般
募
集
の
○イ
 

〜
○オ
 

の
要
件
を
満
た
し
、
収
入
基
準
月

額
が　

万
３
０
０
０
円
以
下
の
高

１２

齢
者
ま
た
は
障
害
者
世
帯

※
世
帯
の
詳
細
は
建
築
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
所
の
決
定
／
一
般
募
集
に
同
じ

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
〜
④
一
般
募
集
に
同
じ
（
コ

ピ
ー
可
）

⑤
優
先
入
居
対
象
世
帯
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
（
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
）

⑥
そ
の
他
市
が
必
要
と
す
る
書
類

申
込
方
法
／　

月
８
日（
月
）〜　

１２

２５

日（
木
）に
、
建
築
課
住
宅
管
理
係

（
℡　

‐
７
０
５
３
）
ま
で
。 

２４

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
日

（
納
付
期
限
）
ま
で
に
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
２
年
間

は
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
で
き
ま
す
。

納
付
書
紛
失
の
場
合
、
舞
鶴
社
会

保
険
事
務
所
（
℡
０
７
７
３
‐　
７６

‐
８
８
２
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
お
支
払
い
の
保
険
料

は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

■
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

冬
の
樹
木
管
理（
寒
肥
）

講
習
会

市
営
住
宅
入
居
者

　の納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■税務課資産税係（℡２４‐7025）

月額家賃募集
戸数募集団地名

２５,２００～５５,４００円１秋 津 が 丘
８,９００～１９,７００円１矢 見 所
２１,７００～５７,１００円２岡 ノ 三
２６,３００～５７,８００円１堀 口
１９,０００～４７,６００円２広 峯
１２,３００～２７,１００円２南 佳 屋 野
２０,６００～４５,３００円１向

※月額家賃は入居する世帯の所得などにより異なります。

　   工業統計調査（製造事業所対象）
　１２月３１日現在で実施します。１２
月下旬から来年１月上旬にかけて
統計調査員が事業所にお伺いし
ます。調査員は調査員証を携帯し
ています。
　統計法に基づき調査内容の秘
密は厳守されますので、正確な記
入をお願いします。
■総務課文書統計係（℡　２４‐７０３６）

平成
２０年

ノロウイルスに注意しよう
　冬は、ノロウイルスによる胃腸
炎が多く発生します。ノロウイル
スは、食品や、感染者の糞便・吐い
たものなどへの接触により集団
感染が発生する場合があります。
ノロウイルスの感染防止のために
●食品は十分に加熱調理する（中
心温度 85度で１分間以上）。
●調理の前後や食事の前、トイレ
の後は十分に手を洗う。
●食器・調理器具は十分に洗浄・
消毒する。
●下痢・ 嘔  吐 などの症状があると

おう と

きは食品を取り扱わない。
■福知山市健康危機管理対策会
議（中央保健福祉センター内　℡
　２３‐２７８８）

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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平
成　

年　

月
か
ら
、
老
齢
基

２１

１０

礎
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
に
か
か

る
市
・
府
民
税
が
、
公
的
年
金
の

支
給
時
に
差
し
引
か
れ
ま
す
（
特

別
徴
収
制
度
と
い
い
ま
す
）
。

対
象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

▼
前
年
中
に
公
的
年
金
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る

▼
平
成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳

２１

６５

以
上
で
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の

支
給
額
（
年
額
）
が　

万
円
以
上

１８

▼
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
天
引

き
さ
れ
て
い
る

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
市
・
府

民
税
額
／
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
市
・
府

民
税
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額

※
公
的
年
金
以
外
に
給
与
所
得
や

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
に
か
か
る
個
人
住
民
税

は
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
ま
た

は
自
分
で
納
付
い
た
だ
く
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
法

新
た
に
特
別
徴
収
に
な
る
人
（
平

成　

年
度
は
す
べ
て
の
人
が
こ
の

２１

徴
収
方
法
に
な
り
ま
す
）

▼
４
〜
９
月
（
普
通
徴
収
）

　

現
行
ど
お
り
、
公
的
年
金
な
ど

に
か
か
る
住
民
税
の
半
分
を
２
回

に
分
け
て
６
月
、
８
月
に
普
通
徴

収
に
よ
り
納
付
。

▼　

〜
翌
年
３
月
（
年
金
か
ら
の

１０
特
別
徴
収
）

　

残
り
の
半
分
を
３
回
に
分
け
て

　

・　

・
翌
年
２
月
の
年
金
支
給

１０

１２

時
に
特
別
徴
収
に
よ
り
徴
収
。

特
別
徴
収
と
な
っ
て
２
年
目
以
降

の
人 

▼
４
〜
９
月
（
仮
特
別
徴
収
）

　

前
年
度
後
半
の
特
別
徴
収
税
額

を
３
回
に
分
け
て
４
・
６
・
８
月

の
年
金
支
給
時
に
特
別
徴
収
に
よ

り
徴
収
。

▼　

〜
翌
年
３
月（
本
特
別
徴
収
）

１０

　

年
税
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
引
い

た
残
り
の
税
額
を
３
回
に
分
け
て

　

・　

・
翌
年
２
月
の
年
金
支
給

１０

１２

時
に
特
別
徴
収
に
よ
り
徴
収
。

■
税
務
課
市
民
税
係

（
℡　

‐
７
０
２
４
） 

２４

　

平
成　

年
中
の
火
災
・
救
急
・

１９

救
助
の
件
数
、
消
防
本
部
と
消
防

団
の
活
動
概
要
を
取
り
ま
と
め
た

「
消
防
年
報
」
は
、
福
知
山
市
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp/

syoubou/

）か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

■
福
知
山
消
防
署
通
信
指
令
室

（
℡　

‐
０
１
１
９
） 

２２

　

本
年
５
月
に
実
施
し
た
中
心
市

街
地
活
性
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
、福
知
山
市
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.kyo.or.jp/fukuchi/

fky/

）か
ら
、ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
福
知
山
市
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
事
務
局
（
福
知
山
商
工
会

議
所
内　

℡　

‐
２
１
０
８
）

２２

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
的
年
金
に
か
か
る

市
・
府
民
税
の
特
別
徴
収

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

平成２１年１月５日（月）は、国民健康保険料・介護保険料（普通徴収分）第７期分、固定資産税第４期分　

小学校入学児童入学説明会・体験入学
　平成２１年４月に小学校に入学する子どもと保
護者を対象に、入学説明会・体験入学を行います。
内容／入学に向けての諸準備の説明・授業参観・
学用品購入など
※対象者には各小学校から、個別に案内状を送付
します。
■学校教育課学務係（℡２４‐７０６２）

と　　　き小学校名

２月１２日（木）午後１時３０分～３時惇　　 明

２月１２日（木）午後１時２５分～４時昭　　 和

２月１７日（火）午後２時～４時大　　 正

２月１０日（火）午後１時４５分～３時２０分雀　　 部

２月１７日（火）正午～３時３０分庵　　 我

２月１７日（火）午後１時５０分～３時３５分修　　 斉

２月１９日（木）午後１時５０分～３時３０分遷　　 喬

１月２８日（水）午前１０時４５分～午後１時１０分天　　 津

１月２９日（木）午後２時５０分～４時上 豊 富

２月１７日（火）午前９時１５分～１１時３０分上六人部

２月３日（火）午前１０時３０分～午後１時３０分中六人部

２月２４日（火）午後２時～３時下六人部

２月１７日（火）午後１時３０分～４時上 川 口

２月５日（木）午後０時２５分～３時１０分三　　 岳

２月１２日（木）午後２時～３時１５分金　　 谷

２月１０日（火）午後０時２５分～２時３５分公　　 誠

２月５日（木）午後０時３０分～３時２０分佐　　 賀

１月３０日（金）午後２時～４時成　　 仁

２月３日（火）午後０時３０分～３時４０分菟　　 原

２月２６日（木）午前１０時３０分～午後２時細　　 見

１月３０日（金）午後０時３０分～２時４５分川　　 合

２月１９日（木）午前１０時４５分～午後１時３０分精　　 華

２月１２日（木）午前１０時４５分～午後１時３０分育　　 英

２月１３日（金）午後０時４０分～３時３０分明　　 正

２月５日（木）午前１１時～午後３時美　　 河

１月２７日（火）午前１１時３０分～午後２時１０分美　　 鈴

２月５日（木）午後１時３０分～３時３０分有　　 仁
※諸事情により日時を変更することもあります。 

中
心
市
街
地
活
性
化
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

京
都
府
最
低
賃
金
改
正
は
、
平
成　

年　

月　

日（
土
）か
ら
「
１
時
間
７
１
７
円
」
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

２０

１０

２５

 
■
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室（
℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
１
５
）　
　

京
都
府
最
低
賃
金
改
正
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寒
く
な
り
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

の
使
用
が
多
く
な
り
ま
す
。
カ

セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
を
ご
み
に
出
す
と
き
は
必

ず
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
中
身
を
使
い
切
る
。

●
穴
は
開
け
て
も
開
け
な
く
て
も

よ
い
。

●
中
身
が
見
え
る
袋
に
入
れ
る
。

●
空
き
缶
の
日
に
出
す
。

※
空
き
缶
以
外
の
ご
み
の
日
に
出

　

す
と
火
事
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

　

り
ま
す
。

※
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
ほ
か
の
空
き
缶

と
は
別
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
循
環
社
会
形
成
課
循
環
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
７
１
）

２４

　

市
が　

歳
以
上
の
国
民
健
康
保

３０

険
加
入
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
国
保
人
間
ド
ッ
ク
と
、　

歳
以

７５

上
の
長
寿
医
療
人
間
ド
ッ
ク
に
つ

い
て
、
福
知
山
市
民
病
院
は
定
員

に
達
し
た
た
め
、
申
し
込
み
を
締

め
切
り
ま
し
た
。

■
保
険
課
国
保
給
付
係

（
℡　

‐
７
０
１
５
）

２４

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

　
　

歳
以
上
の
人
で
心
身
機
能
の

６５
低
下
が
障
害
者
等
に
準
ず
る
状
態

で
あ
る
と
福
祉
事
務
所
長
が
認
め

た
人
に
は
、
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
発
行
し
、
障
害
者
手
帳

な
ど
が
交
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
の
税
法

上
の
障
害
者
控
除
お
よ
び
特
別
障

害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
（
申

告
者
）
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
障
害
者
手
帳
な
ど
が
交
付
さ
れ

　

て
い
る
場
合
や
、
申
告
者
が
所

　

得
税
・
住
民
税
非
課
税
の
場
合

　

は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
数
料
／
３
０
０
円

申
請
方
法
／
印
鑑
を
持
ち
、
高
齢

者
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
℡　

‐
２４

７
０
１
３
）
ま
で
。

※
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
申
請
書
の
記
入
の

み
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
場
合
は
、
申
請
後
に

保
健
師
が
対
象
者
を
訪
問
し
ま

す
。

※
申
請
書
は
、
高
齢
者
福
祉
課
・

各
支
所
に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

①　

月　

日（
日
）

１２

１４

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

プ
ラ
ン
ト
３（
多
保
市
）

②　

月　

日（
火
）

１２

１６

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

福
知
山
卸
商
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
（
厚
中
問
屋
町
）

③　

月　

日（
火
）

１２

３０

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

　

月
の
献
血

１２骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な

ど
の
ご
み
の
出
し
方
に
注
意

人権シリーズ

　　　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

人権の輪を広めましょう

　今年の夏に募集した「人権と平和に関する作
文・詩・標語」に、児童・生徒の部５４２３点、一般の部
１２３８点の作品が寄せられました。
　作品をとおして、お互いの人権を尊重するこ
との大切さを考え、「人権尊重の輪」を広めま
しょう。
児童・生徒の部
「どうしたの」　そのひとことで　心がひらく
　　　　 谷  口 　 友  哉 さん（惇明小学校　４年）

たに ぐち とも や

届けよう　あなたのまぶしい　その笑顔
　　　　 中  島 　 唯 さん（上豊富小学校　４年）

なか しま ゆい

ありがとう　言える気持ちを　大切に
　　　 大  槻 きらりさん（中六人部小学校４年）

おお つき

あいさつが　心のえがおの　えいようざい
　 桐  村 　 愁  佳 さん（下六人部小学校３年）

きり むら しゅう か

にげるより　手を差し伸べる　その勇気
　　　　 　  岡 　 美  咲 さん（佐賀小学校　５年）

かた おか み さき

変わろうよ　見ているだけの　自分から
　　　　 蘆  田 　 太  地 さん（成仁小学校　４年）

あし だ たい ち

笑顔はね　みんなの心を　あたためる
　　　　 中  路 　 慧  香 さん（精華小学校　６年）

なか じ けい か

つなごうよ　みんなの心と　みんなの手
　　　　 滝  野 　 結  梨 さん（有仁小学校　６年）

たき の ゆう な

ありがとう　たった五文字の　大切さ
　　　　 中  井 　 好  輝 さん（川口中学校　２年）

なか い こう き

一般の部
心に愛をはぐくめば　平和がそこからあふれでる
　　　　 保  理  江  利  夫 さん（昭和小学校ＰＴＡ）

ほ り え とし お

みんなの笑顔が重なれば
　　　　　　　　　お日様よりもあったかい

 長  岡 　 要 さん（修斉小学校ＰＴＡ）
なが おか かなめ

「ありがとう」　その一言で　笑顔咲く
　　　　　 糸  井 　 睦  美 さん（美鈴小学校ＰＴＡ）

いと い むつ み

■生涯学習課人権教育係（℡　２４‐７０６５）

福
知
山
市
民
病
院
の
国
保
・
長

寿
医
療
人
間
ド
ッ
ク
申
込
締
切
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佐
藤
太
清
記
念
美
術
館
で
は
、

佐
藤
太
清
画
伯
の
作
品
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

今
回
新
た
に
販
売
す
る
も
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
Ａ
４
）

　

代
表
作
「
最
果
の
旅
（
１
９
８

３
年
）」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
／
３
０
０
円

一
筆
箋
（　

枚
綴
り
）

２４

バ
ラ
、
椿
、
牡
丹
、
昆
虫
の
４

種
類
が
あ
り
ま
す
。

販
売
価
格
／
各
３
５
０
円

■
佐
藤
太
清
記
念
美
術
館

（
℡　

‐
２
３
１
６
）

２３

　

年
末
年
始
を
華
や
か
に
彩
る
シ

ン
ビ
ジ
ウ
ム
を
展
示
し
、
即
売
も

し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）〜
平
成　

１２

２０

２１

年
１
月
６
日（
火
）

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

入
園
料

▼
大
人　
　
　
　
　
　

３
１
０
円

▼
４
歳
〜
中
学
生　
　

１
５
０
円

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

　

乳
幼
児
を
子
育
て
中
の
親
子
で

交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
メ
ン
バ 

ー
登
録
や
予
約
な
ど
は
不
要
で
す
。

※
内
容
に
よ
り
予
約
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
６
６
）

２４

佐
藤
太
清
紀
念
美
術
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
の
販
売

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
・
ふ
れ
あ

い
の
へ
や
・
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
展

　人生の　ふれあい乗せて　バス走る　　

カンちゃん　ステーショ
ンに、注意書きをはっ
たプラスチック製容器
包装類の袋が残ってい
るので、依頼したら収
集してもらえるかな。

ビンちゃん　残った袋を、
一斉収集したらステーションの美化にな
るけど、しっかり分別して循環型社会をつ
くることに協力をしていただいている人
たちに申し訳ないな。

カンちゃん　でも臭いし、何とかならんかな。
ビンちゃん　一斉収集はできんさかい、地域
の人たちと環境パークの職員で再分別を
しとるんや。でも、何回も行うのは地域の
人たちに迷惑を掛けることになるな。

カンちゃん　なぜ、残るのかな。
ビンちゃん　自分の出したごみがステーショ

ンに残っていないかを見ていない、分別が
分からない、面倒だ、汚れを取るのは大変
などいろいろとあるな。出し方は、広報ふ
くちやま６月１日号にカラー写真で説明し
てあるので見てな。残った自分のごみは、
責任をもって再分別をしてほしいな。
カンちゃん　よそから持ち込まれた袋もある
ようや。
ビンちゃん　ステーションは、自治会が設置
したものやで、通勤途中などによそのス
テーションに置かないで、住んでいる自治
会で決められたステーションに出してな。

カンちゃん　分別して汚れを取って、決めら
れたステーションに出すんやな。了解！

■循環社会形成課循環推進係（℡　２４‐７０７１）

おひさまひろば　開催時間／午前１０時３０分～正午
場　　所内　容開催日

六人部地域体育館
　　　　　　（多保市）

座談会（０～１歳児の親子）１月２１日（水）
ごっこあそび
（２歳児以上の親子）１月２８日（水）

三段池公園総合体育館
（猪崎）

おたのしみ会２月１９日（木）

ふれあいのへや　開催時間／午前１０時～１１時３０分
場　　所内　容開催日

夜久野ふれあいプラザ
( 夜久野町下町）

元気に過ごそう
※要予約。１月２２日（木）

なかよしひろば　開催時間／午前１０時～１１時３０分
場　　所内　容開催日

子育て支援センター
（川合保育園内）

お正月あそび１月１３日（火）

身体を使ってあそぼう１月２０日（火）
東部保健福祉センター

（千束）
子育て講座（感染症）１月２９日（木）

子育て支援センター
（川合保育園内）

リズムあそび２月１０日（火）
子育て講座（クッキング）
※要予約。２月１７日（火）

お楽しみ会準備会２月２４日（火）

お楽しみ会　※要予約。３月１０日（火）
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裁
判
員
制
度
は
国
民
の
み
な
さ

ん
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
６
人
が
裁

判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、

３
人
の
裁
判
官
と
一
緒
に
、
被
告

人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場

合
は
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を

決
め
る
制
度
で
す
。
裁
判
の
進
め

方
や
内
容
に
国
民
の
み
な
さ
ん
の

視
点
や
感
覚
が
反
映
さ
れ
る
た
め
、

裁
判
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、

司
法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

来
年
度
の
裁
判
員
候
補
者
と
し

て
選
ば
れ
た
人
（
福
知
山
市
で
は

１
６
３
人
）
に
は
、　

月　

日
付

11

28

け
で
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載

通
知
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
場
合
は
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問

Ｑ
１
仕
事
が
忙
し
い
の
で
す
が
辞

退
で
き
ま
せ
ん
か
？

Ａ
１
「
仕
事
が
忙
し
い
」
と
い
う

だ
け
で
辞
退
は
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
辞
退
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

裁
判
員
と
し
て
裁
判
所
に
通
う
期

間
や
、
勤
務
先
の
規
模
、
代
わ
り

の
人
が
い
る
か
、
裁
判
員
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
事
業
に
ど
の
く

ら
い
影
響
が
あ
る
の
か
な
ど
を
考

慮
し
、
裁
判
所
が
辞
退
の
可
否
に

つ
い
て
判
断
し
ま
す
。 

Ｑ
２
裁
判
員
（
候
補
者
）
に
な
っ

た
ら
、
日
当
や
交
通
費
は
も
ら
え

ま
す
か
？

Ａ
２
裁
判
員
や
裁
判
員
候
補
者
な

ど
に
な
っ
て
裁
判
所
に
来
ら
れ
た

人
に
は
交
通
費
と
日
当
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
所
が
自
宅

か
ら
遠
い
な
ど
の
理
由
で
宿
泊
が

必
要
な
場
合
は
、
宿
泊
料
も
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

日
当
の
額
は
、
選
任
手
続
や
審

理
・
評
議
な
ど
の
時
間
に
応
じ
て
、

裁
判
員
候
補
者
・
選
任
予
定
裁
判

員
は
８
０
０
０
円
以
内
、
裁
判

員
・
補
充
裁
判
員
は
１
万
円
以
内

で
決
め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
３
裁
判
員
は
何
日
間
ぐ
ら
い
裁

判
に
参
加
す
る
の
で
す
か
？
ま
た
、

裁
判
は
１
日
何
時
間
く
ら
い
か
か

り
ま
す
か
？

Ａ
３
審
理
日
数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

件
の
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

約
７
割
の
事
件
が
３
日
以
内
で
終

わ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
事

件
に
よ
っ
て
は
も
う
少
し
日
数
の

か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
に
要
す
る
時
間
は
事
件
ご

と
に
異
な
り
ま
す
が
、
法
廷
で
裁

判
が
行
わ
れ
る
時
間
は
、
通
常
１

日
５
時
間
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
裁

判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.saibanin.courts.go.jp/

）
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
地
方
裁
判
所
で
は
、

毎
月
１
回
裁
判
員
制
度
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
人
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

■
京
都
地
方
裁
判
所
総
務
課
警

備
係（
℡
０
７
５
‐
２
５
７
‐
９

１
２
３
） 

　　 
Ｑ  
近
所
の
友
達
が
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
一
緒
に

行
き
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ

ば
行
け
ま
す
か
。
わ
た
し
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
介
護
は
必
要
な
い
の

で
す
が
。

 
Ａ 
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
介
護
認
定
が

必
要
で
す
。
審
査
の
結
果
、
介
護

や
支
援
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
と

い
う
「
要
介
護
者
」
ま
た
は
「
要

支
援
者
」
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
利
用
料
の
１
割

の
負
担
が
必
要
）

　

介
護
認
定
の
申
請
は
、
日
常
生

活
に
支
障
が
出
て
き
た
と
き
に
、

被
保
険
者
本
人
ま
た
は
家
族
が
市

役
所
・
各
支
所
窓
口
に
申
請
書
と

被
保
険
者
証
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
お
近
く
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
な
ど
で
も
申
請
手
続
き

を
代
わ
り
に
行
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
℡　

‐
７
０
１
３
）

２４

前年の秋ごろ　裁判員候補者名簿の
作成

�� 
前年 12月ごろまで　裁判員候補者
名簿に記載されたことを候補者に通
知し、調査票を送付します。

�� 
事件ごとに、裁判員候補者名簿の中
からくじで裁判員候補者を選出

�� 
裁判の6週間前まで　質問票と選任
手続期日のお知らせ（呼出状）を送付

�� 
裁判の当日　選任手続 (非公開）

�� 
6 人の裁判員を選任

裁判員制度の対象となるおもな事件
●人を殺した場合
●強盗が人にけがをさせて死亡させ
てしまった場合
●人にけがをさせて死亡させてし
まった場合
●泥酔した状態で自動車を運転して
人をひき、死亡させてしまった場合
●人の住む家に放火した場合　
●身代金を取る目的で、人を誘拐し
た場合
●子どもに食事を与えず、放置した
ため死亡してしまった場合

裁判員制度の流れ

裁判員制度
　　がスタート
平成２１年５月２１日から
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おもな施設　年末年始の案内　 ○ 開館（営業）     －  休館（休業）
654321313029282726

施 　設　 名
火月日土金祝水火月日土金
○○－－－－－－－－－○窓　　口

市 役 所
○○○－－－－－○○○○自動交付機
○○－－－－－－－－－○外　　来福 知 山

市民病院 ○○○○○○○○○○○○救　　急
○○－－－－－－－－－○新大江病院
○－－－－－－－－－－－金山診療所・新大江病院付属有路診療所
○○－－－－－－－－－－雲原診療所
－－○○○○○○－○－－休日急患診療所
○○－－－－－○○－－○ごみ収集環　 境

パ ー ク ○○   　－－－－○○－－○ごみ持ち込み
○○○○午後のみ－○○○○○○火葬棟

斎　 場
○○○○○－○○○○○○葬祭棟
○○－－－－－○ 　○○○○公設地方卸売市場（青果）
○○○－－－－－－○○○総合福祉会館・夜久野町ふれあいの里福祉センター
○○－－－－－－－－－○大江町老人福祉センター (舟越会館 )
○○○－－－－－－○○○市民会館（中央公民館）・三和・夜久野・大江地域公民館
－○○－－－－－－－○○川口・日新・六人部・成和地域公民館
○○－－－－－－－－－○菟原・額田児童館
○－－－－－－－－－○○その他の児童館
○○貸館のみ－－ －－－－－貸館のみ○人権ふれあいセンター・教育集会所・夜久野ふれあいプラザ
○○－－－－－－－－－○勤労青少年ホーム
－○－－－－－－－－○○三和町郷土資料館
○○－－－－－－－－○○夜久野町化石・郷土資料館
○－－－－－－－－－○○日本の鬼の交流博物館
－○○－－－－－－－○○市民体育館・武道館・市民運動場
○○○－－－－－－－９～１７時○三段池公園総合体育館
○○○－－－－－－－○○長田野体育館・長田野公園運動広場
－－－－－－－－－－○○温水プール
○○○○○－－－－－○○動物園・都市緑化植物園・児童科学館
○○○－－－－－－○○○福知山鉄道館ポッポランド・厚生会館

－－－○○○－－－－○○
福知山城 (郷土資料館 )･ 佐藤太清記念美術館 ･
丹波生活衣館

－－－○○○－－－－－○芦田均記念館
－○－－－－－－－－－○治水記念館
○○－－－－－－－－－○新町文化センター
○－－－－－－－－－○○図書館（中央館・分館）
－○○－－－－－－－○○北陵総合センター（北陵地域公民館）
○○○－－－－－－－○○北陵総合センター（こぶし荘）
○○○－－－－－－－○○大呂自然休養村センター・グラウンドゴルフ
－○○○－－－○○○○○里の駅みたけ
○○○○－－－○○○○○緑の里交流センター（無人）
○○○－－－－－－－○○下水道厚生棟
○○１０～２２時－○○○○○やくの高原温泉　ほっこり館
○○○○○－－○○○○○夜久野荘・やくの一道庵
○○１１時～２０時３０分－○○○○○やくの本陣
○○○－－－－○○○○○やくの花あずき館
○○－－－－－－－○○○やくの木と漆の館
○○○○－－－－○○○○やくのベゴニア園
○○－－－－－－－－－○子ども等体験農園
－－○○○１２～１７時－－－○○○鬼力亭
－－－－－－－－－○○○大雲記念館
－－○○○－－－－○○○大雲塾舎
○－○－－－－－○○○○大江山グリーンロッジ・鬼瓦工房
○－－－－－－－－－○○大江町和紙伝承館

※三岳青少年山の家、三和荘、市営福知山駅前駐車場・市営福知山駅前南口駐車場・市営福知山駅東駐輪場・市営福知山
　駅西駐輪場は、休まず営業しています。 

せりは
休み

８時３０分
～１２時



でかけてみよう ふくちやま でかけてみよう ふくちやま でかけてみよう ふくちやま 

福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 
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　「住む人がく
らしやすいよう
に」との思いか
ら、子どもの安
全見守り活動や
農地・水・環境保
全組織などさま
ざまな団体が地

域の活性化に熱心に取り組んで
います。上豊富地区福祉推進協
議会では、毎年４つの自治会でも
ちつきをしてひとり暮らしの高
齢者にふるまったり、高齢者を
対象にしたふれあいサロンを開

いたりしています。また、平成１０年に茅ノ台団地が造成され、
若い世代や子どもが増えたことをうれしく思います。
　来春には、地域住民の心のよりどころである島田神社の
復元修理が完了します。ぜひご覧ください。

「
広
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・
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し
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い
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す
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●人　口　１９４６人（１０月末）男９６５人、女９８１人　●世帯数　７３９世帯
●自治会　石場・畑中・辻・北山・小牧･下戸・法用・談・樽水・甘栗
　　　　　茅ノ台・口榎原・奥榎原

上豊富地区公民館長

 足  立  芳  隆 さん
あ だち よし たか
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石場 

　昭和１４（１９３９）年の干ばつを機に
工事が始まり、昭和３０（１９５５）年に完
成。その後、堤防の補強工事や水路
の改修工事などが行われました。貯
水量は９４５０００立方㍍で三段池の約７
倍にあたり、上豊富・下豊富の農業用
水として重要な役割を担っています。

▲①豊富用水（奥榎原）
　享保時代に起こった強訴の中心人
物であった石場村庄屋本田又左衛門。
事件の１０年余りもたった後に、すで
に死亡していたにもかかわらず処罰
を受けました。１１月８･９日に公演され
た「享保福知山騒動」では、陽気で情
の厚い人物として演じられました。

▲②本田又左衛門顕彰碑（石場）
ほん だ また ざ え もん

　本殿は、全国的にも数少ない中世
の神社建築として昭和６２（１９８７）年に
国の重要文化財に指定されました。
平成１９年から復元修理が始まり、こけ
ら葺の屋根や、おもに ｢ベンガラ｣を
使った朱塗りの外装が現れつつありま
す。完了は平成２１年３月の予定です。

▲③改修中の島田神社（畑中）

　「子どもたちに多彩な教育を」との
思いで、毎月２～３回、地域の達人がグ
ラウンドゴルフ ･バレーボール ･料
理･そばづくり･太鼓･絵画などを教
えています。年１回のウオーク（地域
探訪）にも多数参加します。

▲烏帽子ケ
え ぼ し が

岳講座
たけ

　上豊富活性化委員会のみなさんに
より、毎年８月第２日曜日に開催。約３０
㌃の水田一面にひまわりが花開きます。

▲ひまわりまつり


